『國民新報』1939年7月9日
-主張-　事變二周年　まだまだ不足の緊張感

　聖戰 (せいせん)二周年 (しうねん)の七月 (がつ)七日 (か)は、一億 (おく)國 (こく)民 (みん)の感 (かん)激 (げき)と祈 (き)願 (がん)と、そして新 (あたら)しい決 (けつ)心 (しん)とによつて記念 (きねん)せられた[。]それは實 (じつ)に勝利續 (せうりつづ)きの戰爭 (せんそう)で、所謂 (いはゆる)中原 (ちうげん)の殆 (ほとん)ど全土 (ぜんど)が皇軍 (こうぐん)により制圧 (せいあつ)され[、]今 (いま)や聖戰 (せいせん)第 (だい)二期 (き)たる殘 (ざん)敵 (てき)掃蕩 (そうとう)と長期 (ちやうき)建設 (けんせつ)の段階 (だんかい)に這入 (はい)つての記念 (きねん)日 (び)なのである。戰 (たたか)ひ抜 (ぬ)かねばならぬこの戰 (いくさ)であり、果 (は)たさねばならぬ長期 (ちやうき)建設 (けんせつ)である。而 (しか)しそれは「億 (おく)兆 (てう)一心 (しん)」によつてのみ達成 (たつせい)せられるのだ。戰 (いくさ)の塲 (ば)に立 (た)つも立 (た)たぬも凡 (すべ)て一線 (せん)に立 (た)つ兵 (へい)士 (し)の氣 (き)持 (もち)であれと祖 (そ)国 (こく)が吾 (われ)々に呼 (よ)び掛 (か)けて (て)居 (ゐ)る[、]その聲 (こえ)に此 (こ)の日 (ひ)吾 (われ)々は誓 (ちかひ)を新 (あら)たにしたのである。
此 (この)日 (ひ)に當 (あた)り吾 (われ)々朝鮮人 (ちょうせんじん)は特殊 (とくしゆ)の感想 (かんそう)をもたざるを得 (え)ぬ。吾 (われ)々はこの戰 (いくさ)のために餘 (あま)りにも無力 (むりよく)であつたといふ事 (こと)だ。吾 (われ)々の子弟 (してい)が當初 (はじめ)から戰 (せん)線 (せん)に立 (た)てなかつたのは、いまだ徴兵 (ちようへい)制度 (せいど)の實施 (じつし)を見 (み)ない朝鮮 (てうせん)の現状 (げんじよう)としては已 (や)むを得 (え)ないにしても、銃後 (じゆうご)の奉仕 (ほうし)だけでももつともつと力 (ちから)を出 (だ)すべきであつた。これしきの國 (こく)防献金 (ぼうけんきん)やその他 (た)の奉仕 (ほうし)位 (くらい)で、當局 (とうきよく)や内地 (ないち)の同胞 (どうほう)から感激 (かんげき)されたり稱讚 (せうさん)されたりしたことは誠 (まこと)に以 (もつ)て面 (おも)映 (はゆい)い次 (し)第 (だい)と云 (い)はざるを得 (え)ない。もつともつと献金 (けんきん)もしよう。もつともつと祈願 (きぐわん)もしよう。もつともつと自粛 (じしゆく)自戒 (じかい)して消費 (せうひ)を節約 (せつやく)し國債 (こくさい)も買 (か)はう、貯蓄 (ちよちく)もしよう。出征 (しゆつせい)軍人 (ぐんじん)の遺家族 (いかぞく)も助 (たす)けよう[。]もつともつと『いくさのにはに立 (た)つ』氣持 (きもち)となつて生産擴充 (せいさんくわくじゅう)や勤労 (きんろう)奉仕 (ほうし)のお役 (やく)にも立 (た)とうと我 (われ)と我 (わ)が身 (み)に鞭 (むち)打 (う)った吾 (われ)々である。
これは國 (こく)民 (みん)としての當 (とう)然 (ぜん)なる義務感 (ぎむかん)であり、又 (また)自然 (しぜん)の情 (ぜう)であるが、同 (どう)時 (じ)に我 (わ)が身 (み)と我 (わ)が子 (し)孫 (そん)の將來 (しやうらい)に思 (おも)ひを致 (いた)すとき吾 (われ)々は一切 (さい)を捧 (ささ)げて興亞 (こうあ)の大業 (たいげう)の達成 (たつせい)に盡 (つく)さゞるを得 (え)なくなる。我 (わ)が身 (み)の安 (あん)全 (ぜん)も子 (し)孫 (そん)の繁 (はん)栄 (えい)も、一にかゝつて此 (こ)の一戰 (せん)にあるからだ。若 (も)しも此 (こ)の戰 (いくさ)に敗 (やぶ)れなばと想像 (そうぞう)する時 (とき)に、吾 (われ)々は戰 (せん)慄 (りつ)を禁 (きん)じ得 (え)ないではないか。されば吾 (われ)々は經 (けい)濟 (ざい)的 (てき)に殆 (ほとん)ど無 (む)力 (りよく)にも等 (ひとし)い微 (び)力 (りよく)さを知 (し)るものであるが吾 (われ)々の旺盛 (おうせい)なる愛國 (あいこく)心 (しん)と精神力 (せいしんりよく)とは、必 (かなら)ずやこの缺陷 (けつかん)を補 (おぎな)つて餘 (あま)りあるであらう。否 (いな)國家 (こくか)が吾 (われ)々に要求 (ようきう)する第 (だい)一のものは、實 (じつ)にこの『明 (あか)るき心 (こころ)』なのだ。今 (いま)は僅 (わず)かな特 (とく)別 (べつ)志 (し)願 (がん)兵 (へい)が戰 (せん)線 (せん)に出 (で)て居 (い)るに過 (す)ぎないが、朝鮮 (てうせん)の壮丁 (そうてい)全部 (ぜんぶ)が銃 (じう)を取 (と)つて國 (くに)を護 (まも)る日 (ひ)も遠 (とほ)くはないことであらう。願 (ねが)はくば第 (だい)三周 (しう)年 (ねん)の記 (き)念 (ねん)日 (び)をしてもつと感 (かん)謝 (しや)と感 (かん)激 (げき)との深 (ふか)い日 (ひ)たらしめんことを。
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